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ダリアにおけるキク矮化ウイロイドの感染状況と塩基配列および感染が生育に及ぼす影響

は　じ　め　に

ダリアはキク科に属し，従来は球根を用いた夏秋期の
切り花生産が主であったが，近年では挿し芽苗を用いた
冬春期の切り花生産が増加している。ダリア生産では，
糸状菌病であるうどんこ病，斑葉病および菌核病，細菌
病である根頭がんしゅ病の発生は少ない一方で，ウイル
ス・ウイロイド病による被害が問題となっている。ダリ
アは栄養繁殖で株の増殖が行われるため，ウイルス・ウ
イロイドに感染した母株から後代に伝染することで被害
が拡大する。国内での主要なウイルス・ウイロイドは，
トマト黄化えそウイルス（TSWV：tomato spotted wilt 

virus），ダリアモザイクウイルス（DMV：dahlia mosaic 

virus）およびキク矮化ウイロイド（CSVd：chrysanthe-

mum stunt viroid）である。
CSVdは，Pospiviroidae科に属しており，その構造は

348～356塩基の 1本鎖環状 RNAである（PALUKAITIS and 

SYMONS, 1980；MATSUSHITA, 2013）。キクでの CSVdによる
主な病徴は，植物体の矮化と葉の小型化である。CSVd

の伝染は，感染株との接触や，手やハサミを介した汁液
により生じる（福田ら，2012；MATSUSHITA, 2013）。また，
キクでは CSVdの種子伝染により後代への感染が確認さ
れている（CHUNG and PAK, 2008）。一方で，CSVdの虫
媒伝染は認められていない（MATSUSHITA, 2013）。

CSVdには塩基配列が異なる複数の系統が存在し，日
本，韓国およびブラジル等で確認されている（MATSUSHITA 

et al., 2007；GOBATTO et al., 2014；CHOI et al., 2017）。日本

のキクから分離された CSVdには 6つの系統が確認され
ており，塩基配列の多型は主に病原性領域で生じている
（MATSUSHITA et al., 2007）。ウイロイドの複製機構や病原
性にかかわる塩基配列を特定するために，転写 RNAを
用いた接種試験が広く行われている。なお，CSVdの転
写 RNAはキクに感染し，病原性を示す（MATSUSHITA and 

PENMETCHA, 2009）。
ダリア生産圃場での CSVdの感染は，2005年に日本で
初めて確認され（NAKASHIMA et al., 2007），それ以降も報
告されている（ASANO et al., 2015；北村，2016）。なお，ダ
リアから分離された CSVdの塩基配列はこれまでに報告
のある系統とは異なることが明らかにされた（NAKASHIMA 

et al., 2007）。しかし，CSVd感染によるダリアでの病徴
の有無は明らかにされていなかったため，CSVdを防除
対象とすべきか判断できなかった。
そこで，筆者らは接種試験によりダリアでの CSVdの

感染が矮化などの病徴を引き起こすことを明らかにし
た。さらに国内のダリア生産圃場での CSVdの感染状況
と塩基配列および汁液接種での CSVdの感染性に関する
調査を実施したので（ASANO et al., 2020），その概要を述
べる。

I　国内のダリアでの CSVdの感染状況

2014～17年に，北海道，秋田，山形，長野，奈良，高
知，福岡および宮崎から合計 214株のダリアを採取し，
CSVd感染と病徴の有無を調査した。CSVdの検出は，
HOSOKAWA et al.（2006）に従って，micro tissue direct RT―
PCRにより行った。プライマーは CSVdD―R，CSVdD―F

（5’ TCTCCAGGAGAGGAAGGAAACTA 3’，5’ GGAGTA

AGCCCGTGGAACCTTAG 3’）を用いた（ASANO et al., 

2015）。ダリアの葉脈に昆虫針を 3回刺した後，RT―PCR

反応液に浸漬することで，針先に付着した汁液をテンプ
レートとして回収した。

CSVdの感染は調査を行ったすべての地域で確認され，
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